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[ 口径 10cm、高さ 5cm、底径 6cm]





いる。口縁には 2 周の平行線帯内に 2 周の点入波
状文帯を描いており、底部の高台にも 1 周の朱線
帯を配置し、器表面には上 ･ 中 ･ 下 3 列で火炎文
式に表現した " 出 " 形と 6 ～ 8 個ずつの方点がある
珠文を挿入して連続的に描いている。3 点中 1 点に
1 所属と職位は報告書刊行当時。












　図面 71- ①は、厚さ 0.1cm の銀板を浅い半球形
に作り、周縁は折り返して覆輪 ( 折板覆輪 ) として
いる。片側に小孔を開けて環を通し、②の小穴に取
り付けたものとみられる。





①②は共にやや楕円形である。[ 図面 71- ①：最大
幅 14.8cm、高さ 1.6cm、重量 117.0g；図面 71- ②：
最大幅 15.8cm、高さ 4.0cm、重量 24.7g]
　図面 71- ④は復元図を挿入したが、実際の出土状
況は①が蓋の役割を果たしたものと推定される。











金板を曲げ、断面を U 字形に作った後 ( 内面が若干











ている。[ 口径 9cm、高さ 4cm]
　残り 1 点 ( 挿図 51,53) は木心漆器で、盞形で
ある。内面は朱色、外面は黒色で、漆塗りした円









ている。[ 口径 8.3cm、底径 6.7cm、高さ 5.7cm]















ている。[ 盒総高 約 12cm、口径 12cm( 図面復元 )、
杯高 約 6.5cm( 図面復元 )]
c) 漆器小盒 ( 挿図 44,56)
　収蔵部内西南隅の青銅鼎上で出土した。他の漆器
とは異なる方形の盒で、略報には 2 点が出土した
























な木板を身部に使用していたようだ。[ 図面 71- ⑦：
最大横幅 8.0cm、総高 4.1cm、重量 33.7g；図面
71- ⑧：最大横幅 7.9cm、総高 3.8cm、重量 26.9g]
原載：
慶州文化財研究所編 1994『皇南大塚 ( 南墳 ) 発
掘調査報告書』本文篇 , 文化財管理局文化財研究
所 :118-122.





























て腐食がひどく、出土当時、耳杯とみられる 4 ～ 5
個分、内部が 4 区画に分かれた方形鐉盒とみられ




























14cm 前後の長方形容器である ( 挿図 26)。
　図版 152-1 は耳杯形漆器の胴部破片で、黒色に漆
1 所属と職位は報告書刊行当時。
